
俳　句 短　歌開成俳句会 ともしび短歌会 十一月詠十二月吟

手て

庇び
さ
し

の
双も

ろ

手て

に
余
る
寒か

ん

夕ゆ

焼や
け	

遠
藤
美
津
子

　
　
　
　
　
　
　

一
読
し
て
作
者
が
寒
夕
焼
に
染
ま
る
景
を
眺
め
て
い
る
姿
が
見
え
て
来
る
。

　
　
　
　
　
　

何
を
思
い
何
を
秘
め
て
眺
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
枯
木
立
に
沈
む
夕
日
、

　
　
　
　
　
　

富
士
山
を
染
め
る
夕
日
、
日
本
海
に
沈
む
夕
日
と
か
、
冬
の
落
暉
は
早
い
。

　
　
　
　
　
　

一
瞬
の
空
の
変
化
が
ド
ラ
マ
と
な
っ
て
引
き
込
ま
れ
感
動
を
与
え
る
秀
句
で
あ
る
。

	

新
井
た
か
志　

選
評

農
耕
の
絶
え
し
山さ

ん

村そ
ん

冬
の
雨	

波
多
野
す
み
枝

父
の
樹き

木ぎ

裸
木
な
り
て
空
広
し	

有
賀　

孝
子

と
ろ
と
ろ
の
白
菜
鍋
の
至し

福ふ
く

な
る	

瀬
戸　

悦
子

ふ
た
り
し
て
何
も
せ
ぬ
日
の
冬
の
雨	

下
澤　

操
子

母
偲
ぶ
一
輪
挿
し
や
冬
の
雨	

奥
津
ち
わ
き

突
然
の
見
知
ら
ぬ
鳥
や
冬
の
雨	

遠
藤
ま
つ
子

海
風
や
枯
れ
木
の
低
き
島
の
道	

遠
藤
マ
ツ
エ

抽ひ
き

斗だ
し

に
亡ち

父ち

の
煙き

せ

る管
や
時
雨
来
る	

遠
藤
シ
ヅ
子

現う
つ
し
よ世
の
き
び
し
き
夜
の
冬
の
雨	

濱
本　

主
雄

門
川
の
水
神
様
や
葱
洗
ふ	

選
者
吟　
　

新
井
た
か
志　

選

山
肌
を
う
め
つ
く
す
ご
と
き
彼
岸
花

　
　
　
　
　
　

た
だ
に
燃
え
ゐ
て
た
ぢ
ろ
ぎ
て
眺み

る	

辻
岡　

洋
子

　
　
　
　
　
　

彼
岸
花
が
、
山
肌
を
埋
め
尽
く
す
よ
う
に
、
赤
い
炎
の
状
態
で
咲
い
て
い
る
。
そ

　
　
　
　
　

の
光
景
を
見
た
作
者
は
、
圧
倒
さ
れ
、
入
山
で
き
ず
、
眺ち

ょ
う

望ぼ
う

す
る
だ
け
で
あ
る
と

　
　
　
　
　

詠よ

ん
だ
。
彼
岸
花
が
も
つ一
種
異
様
さ
が
驚き

ょ
う

嘆た
ん

を
呼
び
起
こ
し
た
。

吾わ
れ
も
こ
う

亦
紅
・
萩は

ぎ

・
藤ふ

ぢ

袴ば
か
ま

・
桔き

梗き
ゃ
う

な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　

夫つ
ま

丹た
ん

精せ
い

の
庭
に
咲
き
つ
ぐ	

吉
田　

志
麻

　
　
　
　
　
　

秋
の
庭
を
彩い

ろ
ど

る
草
花
。ご
主
人
が
丹
精
込
め
た
庭
で
は
、本
歌
中
の
花
が
次
々

　
　
　
　
　

と
咲
き
、
眼
を
楽
し
ま
せ
、
心
和な

ご

ま
せ
て
く
れ
る
と
い
う
。
ご
夫
妻
で
コ
ー

　
　
　
　
　

ヒ
ー
な
ど
を
飲
み
つ
つ
、
花
を
観
賞
し
、
会
話
が
弾は

ず

む
様
子
も
想
像
で
き
る
。

子
蛙
よ
冷
え
ゆ
く
厨く

り
や

の
玻は

璃り

戸ど

這は

ふ

　
　
　
　
　
　
　
　

父ち
ち

母は
は

恋
ふ
か
灯あ

か

り
を
も
と
め	

杉
本
シ
ズ
子

　
　
　
　
　
　

雨
の
降
る
寒
く
暗
い
中
、
作
者
は
、
台
所
の
ガ
ラ
ス
戸
を
這
う
子
蛙
を
見
て
、

　
　
　
　
　

父
母
を
思
い
慕
い
、
行
く
道
を
探
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
と
捉
え
た
。
初
句
と
下

　
　
　
　
　

の
句
の
呼
応
を
は
じ
め
、
小
動
物
を
見
守
る
作
者
の
眼
差
し
が
温
か
い
。

　
　
　
　
　

※
厨
の
玻
璃
戸
＝
台
所
の
ガ
ラ
ス
戸
。

	

近
藤　

正
臣　

選

　

昭
和
一
三
（
一
九
三
八
）
年
、
御

殿
場
小
学
校
の
先
生
が
御
殿
場
線
に

乗
っ
て
小
田
原
の
親
戚
に
行
く
時
、

童ど
う

謡よ
う

「
汽
車
ポ
ッ
ポ
」
を
作
り
ま
し

た
。

♪
ス
ピ
ー
ド
ス
ピ
ー
ド
窓
の
外　

畑

も
と
ぶ
と
ぶ
家
も
と
ぶ　

走
れ　

走

れ　

走
れ
♪　

こ
の
歌
と
と
も
に
窓

の
外
の
開
成
方
面
の
田
畑
や
家
が
、

各
地
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
名
字
に
も
富
士
山
麓
か
ら

入
っ
て
き
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
内

藤
・
諸
星
姓
は
山
梨
の
武
田
系
、
瀬

戸
姓
は
山
梨
の
源
系
、
下
山
姓
は
山

梨
県
南み

な
み

巨こ

摩ま

郡
下
山
生
ま
れ
で
す
。

　

江
戸
末
期
、
駿
河
小
山
の
僧
・
唯ゆ

い

念ね
ん

の
念
仏
碑
が
上
島
公
民
館
前
と
西

福
寺
に
建
ち
、
富
士
宮
の
洞ど

う

窟く
つ

で
富

士
講
を
開
い
た
長
谷
川
角
行
の
教
え

は
酒
田
地
区
に
ひ
ろ
ま
り
ま
し
た
。

　

富
士
山
の
地
下
水
は
東
に
流
れ
て

鮎あ
ゆ

沢さ
わ

川が
わ

、
谷や

峨が

か
ら
は
酒
匂
川
と
呼

ば
れ
、
清
流
の
ア
ユ
や
グ
ウ
タ
（
か

じ
か
）
は
町
民
の
貴
重
な
食
材
で
し

た
。
ま
た
台
風
や
大
雨
の
後
、
濁だ

く

流り
ゅ
う

に
乗
っ
て
く
る
流
木
は
、
あ
り
が

た
い
燃
料
と
な
り
ま
し
た
。

　

戦
後
の
世
の
中
も
少
し
落
ち
着
き
、

ま
だ
地
球
温
暖
化
も
進
ん
で
い
な
い

開
成
町
誕
生
の
頃
、
ス
ポ
ー
ツ
店
の

企
画
で
天
然
雪
の
籠か

ご

坂さ
か

峠
の
ス
キ
ー
、

山
中
湖
平ひ

ら

野の

の
ス
ケ
ー
ト
の
バ
ス
ツ

ア
ー
が
あ
り
、
若
い
町
民
に
は
特
別

の
た
の
し
み
で
し
た
。

　

御
殿
場
方
面
の
ご
出
身
で
結
婚
や

転
居
の
た
め
開
成
町
に
お
住
ま
い
の

方
、
駿
河
小
山
の
紡
績
工
場
に
勤
め

て
い
た
方
も
大
勢
お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
富
士
山
周
辺
と
開
成

町
は
、
む
か
し
か
ら
深
く
つ
な
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　

＊
い
ま
と
の
つ
な
が
り
は
来
月
号

（
文
化
財
保
護
委
員
会
　
井
上
東
亜
）

開成町と富士山
富士山が世界文化遺産に登録されたことに合わせて、
「開成町と富士山」シリーズを連載しています。おたのしみください。

富
士
山
と
開
成
町
の

く
ら
し
（
む
か
し
）

（その10）
レポート子育て支援情報

「文化の秋　満開−文命中学校文化祭−」　図書室は町民センター3階にあります。町民センターに
は、エレベーターがありますので、ベビーカーでもお越しい
ただけます。図書室に入ると、円形のソファがあります。こ
こで、お子さんと一緒に並んで絵本を読んではいかがで
しょう。絵本だけでなく、紙芝居もあります。また、新しく入っ
たものは、目立つように配架しています。ご希望の本など
がない場合は、他市町村からお取り寄せすることもできま
すので、お気軽に図書室司書までお申し出ください。
　町教育委員会が主催する3歳児学級（お子さんが3歳
になる親を対象とする講座）で講師がお勧めしている絵
本も揃えています。ぜひお子
さんと一緒に図書室にいら
してください。

　10月2日㈭、文化祭を松田町民文化センターで開催しま
した。観客は延べ人数約900名にのぼり、多数の来賓の
見守る中での文化祭でした。午前中のコーラスコンクール
は、迫力のある気持ちのこもった発表でみる人を感動さ
せました。午後には生徒会作成のいじめ防止映画、美術
部によるアニメーションが上映され、いずれも労作でした。
3年生による全員合唱､PTA合唱も圧巻でした。そして、
最後に吹奏楽部による演奏が行われ、文化祭を大きく盛
り上げました。

問　教育総務課　☎82-5221

問　教育総務課　☎82-5221 問　文命中学校　☎83-1386

江戸末期、駿河小山からの富士山　　　　
『幕末明治の富士山』（山川出版社）より

図書室だより〈１月〉
町民センター３階

【開室時間】火〜金曜日　10：00〜20：30　
　　　　　　土・日曜日　10：00〜17：00

【休 室 日】毎週月曜日
12日㈪は祝日のためポストは使えません

※貸し出し冊数は４冊まで、期限は２週間です

今月のこの１冊

みんな集まれ！子どもの広場・おはなし会

毎月１日は、【開成ファミリー読書デー】
家族みんなで本を読もう！

●家庭・地域・学校などでの読書活動を推進するため、
開成町では毎月１日を「開成ファミリー読書デー」にし、
読書活動を推進します。

◇子どもの広場
　内　容　「しかけちょきんばこ」をつくります
　日　時　１月 24 日㈯　10：00 ～
　持ち物　はさみ、油性サインペン　
　対　象　5 歳～（未就学児は保護者同伴）
　場　所　町民センター２階　小会議室A
　　申し込みは直接図書室へ　または、☎ 82-5221

◇おはなし会（第２土曜日、第３水曜日）
　日　時　１月 10 日㈯　10：30 ～
　　　　　１月 21 日㈬　15：00 ～　
　場　所　町民センター３階図書室　　
　　申し込みはいりません

　新たに刊行が始まった日本文学全集の第一巻にあ
たる。池澤夏樹の個人編集で、古典から近代文学ま
で、全 30 巻が今後刊行される。現代語訳の古典と、
作家名とテーマを軸にして選ばれた近現代文学で構
成されている。
　古典の新訳に取り組んだのは、
第一線で活躍している現代作家
である。この『古事記』は編者
が担当し、詳細な脚注を付けて、
読みやすく訳している。
　『竹取物語』（森見登美彦訳）、
『源氏物語』（角田光代訳）、と
続いていく。

年末年始休室　H26.12/28～H27.１/５

●　一　般　書　●
・献灯使	 多

た

和
わ

田
だ

葉
よ う

子
こ

・インデックス　	 誉
ほ ん

田
だ

哲
て つ

也
や

・化土記	 北
き た

原
は ら

亞
あ

以
い

子
こ

・ナオミとカナコ	 奥
お く

田
だ

英
ひ で

朗
お

・大原御幸	 林
はやし

真
ま

理
り

子
こ

・認知の母にキッスされ	 ねじめ正
しょう

一
い ち

・私の命はあなたの命より軽い	 近
こ ん

藤
ど う

史
ふ み

恵
え

●　児　童　書　●
・まほろ姫とブッキラ山の大テング	 なかがわちひろ
・ないしょにかんぱい！	 宮

み や

川
が わ

ひろ
・こぶたのぶーぷ	 西

に し

内
う ち

ミナミ
・いかだにのって	 とよたかずひこ
・メリーさんのひつじ	 ウィル・モーゼス

日本文学全集『古事記』 池澤　夏樹　　訳

＊文　芸

新しく購入した図書（主なもの）

図書室　絵本コーナー

お気に入り絵本を見つけよう
ソファで
ゆっくりと
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